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流通とＳＣ・私の視点 

2012 年３月２日 
 

シニアマーケットの今後とＳＣづくり（その９）!! 

（流通とＳＣ・私の視点 1527 より続く） 
 
７．シニアマーケットを対象とするＳＣのタイプ 

（１）シニアマーケットは残りものに“福”があるマーケット 

①まさにシニアマーケットは多くのＳＣが手を出さない、あるいは手を出したが失敗した「残りものニー

ズ」です。 

②マダガスカルの“猿”の食べもの（マーケット）の市場細分化の究極は「毒のある食べもの」の食料化

です。 

③毒のある食べものの食料化は「毒消しノウハウ」が必要であり、毒消しノウハウを持たないと死んでし

まいます（成功しません）。 

④シニアマーケットは毒のある残りものであり、毒消しノウハウを持つと参入障壁の高いＳＣ（誰も真似

できないＳＣ）となります。 

（２）シニアをターゲットとするもう１つあって欲しいＳＣづくり 

上記のような特性を持つシニアマーケットをＳＣとして取り入れている事例は次の通りです。 

①コミュニティ型ＳＣ（例：日本のＣＳＣ、ダイシン百貨店） 

・コミュニティ型ＳＣ（ＣＳＣ）は都市部でも地方でもシニアを対象としたＳＣです。 

・ＣＳＣは地域密着型のＳＣとしてしか生きる道はありません。 

・ＣＳＣは「食品ニーズ」「シニアニーズ」「地域固有のニーズ」「地域での交流ニーズ」の４本柱をニー

ズとするＳＣです。 

・ＣＳＣはマーケットの中のシニアを対象としているが完成度が低いために、シニアマーケットは増大

しているのに売上高は長期低落化の道を歩んでいます。 

・ＣＳＣが完成度の高いシニアマーケット対応のＳＣとなるためには、シニアに「カスタマイズ化」（シ

ニアに自分のためのＳＣと思ってもらえる手法）することが必要です。 

②ライフスタイルセンター(例：ユニバーシティヴィレッジ) 

・ライフスタイルは 21世紀の最適業態です。 

・そもそもライフスタイルセンターはシニア対応がスタートでもあり、その後コンセプト＆マーケティ

ング化した業態です。 

・居心地感と地域の交流の場を核要素とするオープンエアモールのＳＣでもあります。 

・独自集客力のあるアンカーテナントを導入することが成功のポイントです。 

③ハイブリッドＭＤｉｎｇ型ＳＣ(例：トパンガ) 

・トパンガはアメリカ式の多核モール型ＳＣ（日本式の多核モール型ＳＣとは性格が異なる）です。 

・トパンガの多核モール型ＳＣはシニアを基軸とする核店とシニア専門店を比較購買させたＳＣです。 

・シニア３割、シニア以外（アダルト、ヤング、ファミリー）７割の高業績のＳＣです。 

④ハイブリッドモール型ＳＣ(例：アルダーウッド) 

・ハイブリッドモール型ＳＣはアメリカの今後の最強となるＳＣです。 

・ハイブリッドモール型ＳＣはエンクローズドモール７割、オープンエアモール３割のＳＣです。 

・オープンエアモールはシニア対応のライフスタイルセンターで、アルダーウッドは「ザ・ヴィレッジ」

で対応しています。 

・シニアはファミリー（息子・娘夫婦と孫）の時はエンクローズドモール（インモール）、自分達だけ

のときはオープンエアモール（アウトモール）を利用します。 

（流通とＳＣ・私の視点 1529 へ続く） 

(株)ダイナミックマーケティング社
＋５
 

代  表 六
む

 車
ぐるま

 秀  之   

視点(1528)  


